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美作市消防本部の沿革

昭和 47年 3 月 英田広域市町村圏計画（広域常備消防整備計画）策定 

昭和 48年 1 月 英田圏域消防組合設立について申請 

昭和 48年 2 月 英田圏域消防組合設立許可（岡山県指令地 第 1657 号） 

昭和 48年 4 月 消防本部及び消防署設置についての政令指定を受ける。 

消防職員 23名を採用 

英田圏域消防組合消防本部、署として発足。 

昭和 48年 6 月 消防本部、署業務開始。 

昭和 48年 8 月 消防ポンプ自動車（トヨタ FJ55V改）3台購入、内 1台を大原分

駐所に配備する。

昭和 48年 9 月 小型動力ポンプ（シバウラ TF40）1台購入、本署へ配備する。 

昭和 48年 10月 指令車（トヨタ TT106V改）1台購入、本署へ配備する。 

昭和 48年 12月 大原分駐所庁舎完成 

小型動力ポンプ（シバウラ TF40）1台購入、大原分駐所へ配備

する。 

昭和 49年 1月 救急車 3B型（トヨタ H-RH19V）1台購入、大原分駐所へ配備す

る。 

救急業務開始 

昭和 49年 3 月 日本損害保険協会から救急車 3B型（日産 GC240 改）1台寄贈を

受ける。 

超短波消防無線機（基地局 3、移動局 6）を設置する。 

昭和 49年 4 月 消防職員 13名採用、総員 36名となる。 

昭和 49年 5 月 消防職員 1名退職、新たに 3名を採用、総員 38名となる。 

昭和 49年 9 月 小型動力ポンプ（トーハツ V60A-S）1台購入。 

昭和 49年 11月 化学車（イスズ SBR380）1台購入、本署へ配備する。 

昭和 50年 3 月 無線局開局。（移動局 1）超短波消防無線電話予備機を設置する。 

昭和 50年 6 月 日本消防協会から広報車（三菱 A112V）の寄贈を受ける。 

昭和 50年 12月 消防職員 1名退職、総員 37名となる。 

昭和 51年 1 月 消防職員 1名補充、総員 38名となる。 

昭和 51年 3 月 無線局開局（移動局 1） 

昭和 51年 4 月 消防職員 1名採用、総員 39名となる。 

日本損害保険協会から救急車 2B型（トヨタ H-RH19V）1台寄贈

を受ける。 

昭和 52年 4 月 消防職員 2名採用、総員 41名となる。 

昭和 52年 9 月 消防職員 1名採用、総員 42名となる。 
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昭和 52年 10月 消防職員 1名退職、総員 41名となる。 

岡山県へ消防職員 1名を派遣し、岡山県から 1名の派遣を受ける。 

昭和 53年 4 月 消防職員 3名採用、総員 44名となる。 

大原分駐所を大原出張所に昇格させる。 

昭和 53年 6 月 指令車（トヨタ H-TA19V）1台購入、本部に配備していた指令車

を大原出張所に配置転換する。 

昭和 53年 7 月 消防庁舎建設に伴い施工業者指名入札会（岩谷工務店 落札） 

昭和 53年 8 月 仮庁舎へ移転 

消防庁舎起工式執行、同じく着工する。 

昭和 53年 10月 消防署員 1名病死、総員 43名となる。 

昭和 53年 12月 新庁舎一部完成し、通信部門のみ移転する。 

昭和 54年 2 月 新庁舎落成、落成式執行。 

新庁舎へ全面移転し、業務を始める。 

昭和 54年 4 月 消防職員 5名採用、総員 48名となる。 

昭和 54年 8 月 作東武蔵ライオンズクラブから救急車 2B型（トヨタ

H-RH42VB）1台寄贈を受け、大原出張所へ配備する。

昭和 54年 10月 消防職員 1名の岡山県派遣を解き、総員 49名となる。

無線局開局（移動局 1）

大原出張所増改築に伴い施工業者指名入札会（寿建設 落札）

大原出張所増改築工事着工

昭和 54年 12月 大原出張所増改築工事完成

昭和 55年 4 月 消防職員 1名採用、総員 50名となる。

原因調査車（ダットサン H-VJ810）1台購入、本署に配備する。 

昭和 55年 7 月 国庫補助を受けて消防ポンプ自動車（トヨタ J-FJ56F）1台購入、

大原出張所に配備する。

昭和 55年 8 月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（トヨタ J-FJ56）1台寄

贈を受け本署に配備、予備車 1台を設ける。

昭和 56年 1 月 消防署員 1名美作町から出向を受ける。

消防職員 1名退職。

昭和 56年 4 月 消防職員 1名岡山県からの派遣を解く。総員 49名となる。

大原出張所に配備していた指令車（昭和 49年 10月購入分）を廃

車にする。

昭和 56年 8 月 本署に配備していた救急車（昭和 49年 3月購入分）1台を廃車

にする。

昭和 56年 9 月 大原出張所に配備していた消防車（昭和 48年 8月購入分）1台

を廃車にする。
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昭和 56年 10月 日本消防協会から積載車（トヨタ J-RH24）1台寄贈を受け、大

原出張所へ配備する。 

昭和 57年 3 月 本署に配備していた救急車（昭和 49年 1月購入分）1台を廃車

にする。 

昭和 57年 11月 作東武蔵ライオンズクラブから救急車（日産 L-FHGE23）1台 

寄贈を受け、本署へ配備する。 

訓練塔改修 

昭和 58年 1 月 岡山県共済農業協同組合連合会から救急車（日産 L-FHGE23） 

1台寄贈を受け、本署へ配備する。 

昭和 58年 6 月 本署救急車（H-PH19V）を搬送車に改造し、本署に配備する。 

昭和 58年 11月 消防職員 1名美作町からの出向を解く。総員 48名となる。 

昭和 59年 4 月 消防職員 2名採用、総員 50名となる。 

昭和 59年 8 月 日本消防協会から指令広報車（日産 L-VRU11改）1台寄贈を受

け、本部に配備する。 

日本消防協会から緊急給水用ろ水器 1台寄贈を受け、本署へ配備

する。 

昭和 60年 7 月 本署に配属していた広報車（昭和 50年 7月日本消防協会から寄

贈分）1台を廃車にする。 

昭和 60年 8 月 英田圏域危険物安全協会から広報車（スズキM-CA71V）1台寄

贈を受け、本部に配備する。 

昭和 60年 11月 中国自動車道における救急業務を受託する。 

日本道路公団から救急車（日産M-UW40改）1台寄贈を受け  

本署に配備する。 

昭和 61年 9月 津山信用金庫から救急車（イスズ N-WFS53FVH）1台寄贈を受

け、本署へ配備する。 

本署に配備していた救急車（日産 L-FHGE23）を大原出張所へ

配備する。 

出張所に配備していた救急車（トヨタ H-RH42VB）を本署へ指

揮搬送車として配備する。 

小型動力ポンプ（シバウラ TF-15SE）1台購入、本署へ配備する。

昭和 61年 9 月 本部庁舎の塔屋、階段室補修工事入札（須田工務店 落札） 

本部庁舎の塔屋、階段室補修工事着工 

昭和 61年 10月 本部庁舎の塔屋、階段室補修工事完成 

本署に配備していた指揮搬送車（トヨタ H-RH19V）1台を廃車

にする。 
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昭和 61年 12月 日本防火協会から英田圏域婦人防火クラブ連絡協議会へ防火広

報車（日産 VHGE23）1台寄贈を受け、本部が管理することにな

り本署へ配備する。 

本署に配備していた指揮搬送車（トヨタ HRH42VB）1台を廃車

にする。 

昭和 62年 1 月 国庫補助を受けて消防自動車（三菱 FE-335B）1台購入、本署へ

配備する。 

本署に配備していた消防車（トヨタ FJ55V）1 台を廃車にする。 

昭和 62年 2 月 国庫補助を受けて救助工作車（日野 P-FD172BA）1 台購入、本

署へ配備する。 

昭和 63年 3 月 訓練塔改修工事完成 

昭和 63年 11月 組合発足 15周年記念式典 

平成 元年 2 月 本部通信指令室改修工事入札（須田工務店 落札） 

平成 元年 3 月 本部通信指令室改修工事着工 

本部通信指令室改修工事完成 

平成 元年 4 月 本署に配備していた指揮車（日産 H-VJ810）1 台を廃車にする。 

平成 2年 1 月 本部、署の機構改革。 

消防職員 1名退職、総員 49名となる。 

平成 2年 3 月 通信指令台（Ｉ型）設置工事完成 

平成 2年 8 月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（日産 T-FGY60改）  

1台寄贈を受け、大原出張所に配備する。 

大原出張所に配備していた消防車（トヨタ-FJ56F・昭和 55年 7

月購入分）1台を廃車にする。 

平成 2年 12月 岡山県共済農業協同組合連合会から救急車（日産 T-FTGE24）  

1台寄贈を受け、大原出張所に配備する。 

大原出張所に配備していた救急車（日産 L-FHGE2）を本署に配

備する。 

平成 3 年 4 月 消防職員 2名採用、総員 51名となる。 

平成 3年 12月 岡山県共済農業協同組合連合会から救急車（日産 E-AEGE24改）

1台寄贈を受け、本署に配備する。 

平成 3年 12月 本署に配備していた救急車（日産M-UW40改・日本道路公団か

ら寄贈分）1台を廃車にする。 

本署に配備していた救急車（日産 L-FHGE23・昭和 57 年 11 月

作東武蔵ライオンズ寄贈分）1台を廃車にする。 

平成 4年 3 月 大山中継局、本署、大原出張所の無線関係を更新する。 

平成 4年 4 月  消防職員 2名採用、総員 53名となる。 
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平成 4年 6 月  指令車（トヨタ E-ST170G 改）1台購入、本部へ配備する。 

本部に配備していた指令車（トヨタ H-TA19V・昭和 53年購入分）

1台を廃車にする。 

平成 4年 9 月 日本消防協会から救急車（トヨタ T-RZHI32S）1台寄贈を受け 

本署に配備する。 

本署に配備していた救急車（日産 L-FHGE23・昭和 58年 1月岡

山県共済農業協同組合連合会寄贈分）1台を廃車にする。 

平成 5年 2 月  本部消防長室・署事務所等補修工事着工 

平成 5年 3 月  消防職員 3名退職。 

本部消防長室・署事務所等補修工事完成 

平成 5年 4 月  消防職員 5名採用、総員 55名となる。 

平成 5年 11月  防災行政通信ネットワーク整備事業着工 

平成 6年 2 月  大原出張所屋根改修工事入札（森岩木材 落札） 

大原出張所屋根改修工事着工 

本部事務所補修工事着工 

本部事務所補修工事完成 

平成 6年 3 月 防災行政通信ネットワーク整備事業完成 

大原出張所屋根改修工事完成 

消防職員 1名退職。 

平成 6年 4 月 消防職員 3名採用、総員 57名となる。 

平成 6年 12月 化学車（日野 U-FD3HEAA改）1台購入、本部へ配置する。 

本部に配備していた化学車（イスズ SER380・昭和 49年購入分）

1台を廃車にする。 

岡山県共済農業協同組合連合会から救急車（日産 E-FEGE24）  

1台寄贈を受け、大原出張所へ配備する。 

大原出張所へ配備していた救急車（日産 T-FTGE24）を本署に配

備する。 

平成 6年 12月 本署に配備していた救急車（イスズ N-WFS53FVH・昭和 61年 9

月津山信用金庫寄贈分）1台を廃車にする。 

平成 7年 1 月 阪神大震災に伴う応援派遣（1月 17日～3月 29日延べ 147名） 

平成 7年 2 月 本署事務所改修工事着工 

大原出張所事務所改修工事着工 

本署事務所改修工事完成 

大原出張所事務所改修工事完成 

平成 7年 3 月 本部講堂補修工事着工 

本部講堂補修工事完成 

平成 7年 4 月 消防職員 2名採用、総員 59名となる。 
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平成 7年 10月 本署下水道接続工事着工 

本署下水道接続工事完成 

平成 7 年 11月 本署車庫兼倉庫棟新築工事入札（須田住建 落札） 

平成 7 年 12月 本署車庫兼倉庫棟新築工事着工 

平成 8 年 3 月 本署車庫兼倉庫棟新築工事完成 

本署浴槽等の改修工事着工 

本署浴槽等の改修工事完成 

本署前庭の排水路の溝蓋改修 

本署屋外階段塗装 

大原出張所の望楼塗装 

平成 8 年 5 月 指令広報車（トヨタ E-ST191G）1台購入、本署へ配備する。 

本署に配備していた指令広報車（日産 L-VRU11 改・昭和 59年 8

月日本消防協会寄贈分）1台を廃車にする。 

平成 8 年 9 月 津山信用金庫から救急車（日産 E-FEGE24）1台寄贈を受け

本署に配備する。 

平成 8 年 10月 本署救急車（トヨタ T-RZHI32S）を広報車に改造し、本署に配

備する。 

本署に配備していた防火広報車（日産 VHGE23・昭和 61年 12

月日本防火協会から英田圏域婦人防火クラブ連絡協議会寄贈分）

1台を廃車にする。 

平成 8 年 12月 国庫補助を受けて消防自動車（三菱 KC-FG538D）1台購入、大

原出張所へ配備する。 

平成 9 年 3 月 本署車庫兼倉庫棟 2階の一部に消毒室を設ける。 

消防職員 1名退職。 

平成 9 年 6 月 事務連絡車（ホンダ V-HH4）1台購入、本部へ配備する。 

平成 9 年 9 月 指揮車（三菱 R-CD2V）1台購入、大原出張所へ配備する。 

平成 9 年 10月 本部旗製作 

平成 9 年 12月 緊急援助隊資機材一式購入 

平成 10年 3 月 本部講堂床貼替及び暗幕交換 

平成 10年 4 月 消防職員 1名採用、総員 59名となる。 

平成 10年 11月 大原出張所事務所及び食堂の床改修工事入札 

（モリモト工業 落札）

大原出張所事務所及び食堂の床改修工事着工 

大原出張所事務所及び食堂の床改修工事完成 

平成 11年 2 月 本署 2階便所改修工事（1基洋式に改装）入札（イマダ 落札） 
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平成 11年 3 月 日本損害保険協会から高規格救急車（トヨタ GB-VCH38S）1台

の寄贈を受け本署に配備する。 

本署に配備していた救急車（日産 T-FTGE24・岡山県共済農業協

同組合連合会から寄贈分）1台を廃車にする。 

本署 2階便所改装工事（1基洋式に改装）着工 

本署 2階便所改修工事（1基洋式に改装）完成  

平成 12年 3 月 消防職員 2名退職。 

平成 12年 4 月 消防職員 2名採用、総員 59名となる。 

平成 12年 12月 本署 2階調理室改修工事入札（(有)丸大製材所 落札） 

本署 2階調理室改修工事着工 

平成 13年 2 月 本署 2階調理室改修工事完成 

平成 13年 3 月 高規格救急車（トヨタ GE-VCH38S）1台購入、大原出張所へ配

備する。 

大原出張所に配備していた救急車（日産 E-FEGE24・岡山県共済

農業協同組合連合会寄贈分）1台を廃車にする。 

平成 13年 11月 連絡車（ホンダ F-CF4）1台購入、本部に配備する。 

平成 13年 12月 消防職員 1名退職。総員 58名となる。 

津山信用金庫から救急車（トヨタ GE-VCH28S-QRSRK4WD2B

型）1台寄贈を受け、本署に配備する。 

本署に配備していた救急車（日産 E-FEGE24津山信用金庫寄贈

分）1台を廃車にする。 

平成 14年 2 月 通信指令室増改築工事入札（広瀬住建 落札） 

平成 14年 3 月 通信指令室増改築工事着工 

通信指令室増改築工事完成 

事務職員 1名退職。総員 57名となる。 

平成 14年 4 月 消防職員 2名採用。総員 59名となる。 

平成 14年 6 月 消防職員 1名退職。総員 58名となる。 

平成 14年 7 月 本部に配備していた広報車（トヨタ T-RZHI32S）1台を廃車にす

る。 

広報車（トヨタハイエース GE-RZHI83K）を本部に配備する。 

消防緊急通信指令システム（1型）工事入札 

（沖電気工業株式会社 落札） 

発信地表示システム工事入札（沖電気工業株式会社 落札） 

平成 14年 11月 消防緊急通信指令システム（1型）工事着工 

発信地表示システム工事入札着工 

平成 15年 3 月 消防緊急通信指令システム（1型）完成 

発信地表示システム工事入札完成 
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消防職員 1名退職。総員 57名となる。 

平成 15年 4 月 消防職員 2名採用、総員 59名となる。 

平成 16年 2 月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（三菱 KK-FG73ED）  

1台寄贈を受け、本署に配備する。 

平成 16年 3 月 消防職員 2名退職、総員 57名となる。 

平成 16年 4 月 消防職員 2名採用、総員 59名となる。 

平成 16年 7 月 消防職員 1名退職、総員 58名となる。  

平成 17年 3 月 3月 30日をもって英田圏域消防組合を閉庁 

3月 31日から美作市消防本部、署として発足 

3月 31日から西粟倉村消防事務の事務委託に関する規約締結 

平成 18年 3 月 消防職員 1名退職、総員 57名となる。 

平成 18年 4 月 消防職員 5名採用、総員 62名となる。 

市職員の 1名異動により、総員 63名となる。 

勝田・英田駐在所運用開始 

平成 18年 9 月 津山信用金庫から救急車（トヨタ CBF-TRH226S）1台寄贈を受

け、本署に配備する。 

消防職員 1名退職、総員 62名となる。 

平成 18年 10月 市職員の 1名異動により、総員 63名となる。 

平成 19年 3 月 消防職員 3名退職。総員 60名となる。 

平成 19年 4 月 消防職員 5名採用、総員 65名となる。 

平成 20年 1 月 国庫補助（緊急消防援助隊設備整備費補助）を受けて災害対応特

殊水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型・日野 BDG-GX7JGWA改） 

1台購入、大原出張所に配備する。 

大原出張所に配備していた消防車（三菱 KC-FG538D）を本署に

配備する。 

本署に配備していた消防車（三菱 FE-335B）1 台を廃車にする。 

平成 20年 2 月 指令車（トヨタ CBA-NCP59G）及びボートトレーラを購入、本

署に配備する。 

平成 20年 3 月 本署に配備していた指令車（トヨタ ST170G改）1台を廃車にす

る。 

消防職員 1名退職、1名異動により、総員 63名となる。 

平成 20年 4 月 消防職員 2名採用、総員 65名となる。 

平成 20年 7 月 本署庁舎空調改修工事入札（㈱中電工美作営業所 落札） 

本署庁舎空調改修工事着工 

平成 20年 10月 本署庁舎空調改修工事完成 

岡山県防災情報ネットワーク高度化事業着工 

平成 20年 11月 救急車（トヨタ CBF-TRH226S）1台更新、本署に配備する。 
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平成 20年 12月 岡山県防災情報ネットワーク高度化事業完成。 

消防職員 1名退職、総員 64名となる。 

平成 21年 3 月 消防職員 3名退職、総員 61名となる。 

平成 21年 4 月 消防職員 2名採用、総員 63名となる。 

岡山県（消防防災航空センター）に消防職員 1名を派遣する。 

平成 21年 12月 国庫補助（緊急消防援助隊設備整備費補助）を受けて救助工作車

Ⅱ型（日野 BDG-GX7JGWA改）1台購入、本署に配備する。 

本署に配備していた救助工作車（日野 P-FD172BA）1 台を廃車

する。 

平成 22年 3 月 消防職員 2名退職、1名異動により、総員 60名となる。 

平成 22年 4 月 消防職員 3名を採用し、総員 63名となる。 

平成 22年 5 月 国庫補助（緊急消防援助隊設備整備費補助）を受けて救急車（ト

ヨタ CBF-TRH226S）1台を購入、本署に配備する。

本署に配備していた救急車（GB-VCH38S）1台を廃車にする。

平成 22年 6 月 本署に配備していた事務連絡車（E-CE4）1台を廃車にする。

平成 22年 9 月 美作市危険物安全協会から指導車（トヨタ DBA-SCP90）1台寄

贈を受け、本署に配備する。

平成 22年 10月 美作地区 3消防本部消防通信指令事務協議会が設置される。

平成 14年度に構築した消防情報支援システム機器を更新する。

平成 23年 3 月 東日本大震災発生により、緊急消防援助隊として宮城県へ救急隊

1隊、隊員を延べ 8名派遣。

平成 23年 3 月 消防職員 1名退職、総員 62名となる。

平成 23年 4 月 消防職員 3名採用、総員 65名となる。

平成 24年 3 月 消防職員 5名退職、総員 60名となる。

平成 24年 4 月 消防職員 3名採用、総員 63名となる。

津山圏域消防組合、真庭市消防本部、美作市消防本部による消防

指令業務の共同運用（美作地区消防指令センター）開始。

平成 24年 6 月 消防職員 1名退職、総員 62名となる。

平成 24年 10月 資器材搬送車（トヨタ TKG-XZU695）1台購入、本署に配備する。

本署に配備していた指令広報車（トヨタ E-ST191G）1台を廃車

にする。

全国共済農業組合連合会岡山県本部より救急車（日産

CBF-FPWGE50改）1台寄贈を受け、大原出張所に配備する。

大原出張所に配備していた救急車（トヨタ GE-VCH38S）1台を

廃車にする。

新消防庁舎建設工事入札（株式会社 小倉組 落札）

新消防庁舎建設工事着工
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平成 25年 3 月 消防職員 2名退職、総員 60名となる。 

平成 25年 4 月 消防職員 3名採用、総員 63名となる。 

平成 25年 7 月 消防救急デジタル無線設備設置工事入札。 

（株式会社 日立製作所 中国支社 落札） 

【津山圏域消防本部・真庭市消防本部・美作市消防本部 3消防 

本部による共同整備】 

平成 25年 10月 消防救急デジタル無線設備設置工事着工（美作市消防本部分） 

新消防庁舎建設工事竣工 

平成 25年 11月 新消防庁舎運用開始 

平成 26年 3 月 消防職員 3名退職、総員 60名となる。 

平成 26年 4 月 消防職員 3名採用、総員 63名となる。 

平成 26年 6 月 任期付消防職員 1名採用、総員 64名となる。 

平成 26年 8 月 広島市土砂災害発生により、緊急消防援助隊として隊員を延べ 9

名派遣する。 

平成 27年 3 月 消防救急デジタル無線設備工事に伴い、大山中継所を撤去する。 

消防救急デジタル無線設備設置工事完成、運用開始する。 

平成 28年 3 月 本署に配備していた化学消防車（日野 U-FD3HEAA改）1台と救

急車（トヨタ CE-VCH28S）1台を、（一社）日本外交協会を通じ

海外に寄贈する。 

救急車（トヨタ CBF-TRH226S）1 台を更新、本署に配備する。 

化学車（日野 SDG-GX7JGAA改）1台を更新、本署に配備する。 

消防職員 2名退職、総員 62名となる。 

平成 28年 4 月 消防職員 3名採用、うち美作市初の女性消防職員 1名採用、総員

65名となる。 

平成 28年 4 月 熊本地震発生により、緊急消防援助隊として救急隊 1隊、隊員を

延べ 10名派遣する。 

平成 28年 9 月 女性職員仮眠室建設工事入札（株式会社 佐藤建設 落札） 

平成 28年 10月 女性職員仮眠室建設工事着工 

平成 28年 12月 女性職員仮眠室建設工事完成 

平成 28年 3 月 本署に配備していた消防車(三菱 KC-FG538D)1台を公売する。 

平成 28年 3 月 消防車(日野 TKG-XZU685M)1台を更新、本署に配備する。  

平成 29年 7 月 事務連絡車（スズキ HBD-DA17V）を更新、本署に配備する。 

平成 29年 4 月 岡山県（消防防災航空センター）に消防職員 1名を派遣、総員 64

名となる。 

大原出張所耐震改修工事入札（株式会社 高元組 落札） 

平成 29年 5 月 大原出張所耐震改修工事着工 

平成 29年 7 月 大原出張所耐震改修工事完成 
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平成 30年 2 月 大原出張所警鐘台塗装修繕工事着工（株式会社 エイワン） 

平成 30年 3 月 大原出張所警鐘台塗装修繕工事完成 

消防職員 2名退職、総員 62名となる。 

平成 30年 4 月 消防職員 3名採用、総員 65名となる。 

美作市の機構改革により、消防団関係事務が危機管理室から消防

総務課へ移管となる。 

平成 30年 7 月 平成 30年 7月豪雨発生により、岡山県下消防相互応援協定に基

づき、倉敷市真備町及び総社市に 5隊 17名派遣する。 

平成 31年 3 月 美作市消防団が、日本消防協会特別表彰「まとい」を受章する。 

指揮車（トヨタ CBF-TRH226S）1 台を更新、本署に配備する。 

本署に配備していた指揮車（トヨタ CBA-NCP59G）を大原出張

所に配備する。 

大原出張所に配備していた指揮車（三菱 R-CD2V）を廃車にする。 

令和元年 9 月    美作市消防団が防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞する。 

令和元年 10 月 救急車（トヨタ CBF-TRH226S）1台を更新、本署に配備する。 

令和 2年 3 月 消防職員 1名退職、総員 64名となる。 

令和 2年 6月  連絡車（ダイハツ EBD-S331V）1台を更新、本署に配備する。 

令和 3年 1月  救急車（トヨタ 3BF-TRH226S）1台を更新、本署に配備する。 

令和 3年 3月 消防職員 5 名退職、消防職員 1 名美作市役所からの出向を解く。

総員 60名となる。 

令和 3年 4月  消防職員 3名採用、総員 63名となる。 

令和 4年 3月  消防職員 1名退職、総員 62名となる。 

令和 4年 4月  消防職員 4名採用、消防職員 1名出向（美作市消防団事務）。

総員 65名となる。 

令和 5年 3月  消防職員 1名退職、総員 64名となる。 

令和 5年 3月  救急車（日産 3BF-CS8E26 改）1台を更新、本署に配備する。 

本署に配備していた救急車（トヨタ CBF-TRH226S）1台を廃車

にする。 

令和 5年 4月  岡山県（消防防災航空センター）に消防職員 1名を派遣、総員 63

名となる。 

令和 5年 11月  通学・実習車（トヨタ 5BA-NRE161G）を 1台購入、本署に配備

する。 

令和 6年 3月  消防職員 1名退職、総員 63名となる。 

11



区　　分 所　在　地 建築年月日 構　 　造 敷地面積 建築面積 延面積 電話番号

本部・署
庁舎棟

鉄筋コンクリート造 ２階建 1,601.74㎡ 2,078.63㎡

主訓練塔 鉄筋コンクリート造 ５階建 98.92㎡ 254.70㎡

副訓練塔 鉄筋コンクリート造 ３階建 31.27㎡ 93.81㎡

車庫・倉庫棟 鉄骨造平屋建 256.50㎡ 256.50㎡

大原出張所 美作市古町1766-2 Ｓ 48．11．28 鉄筋コンクリート平屋建 756.5㎡ 267.42㎡ 247.54㎡ 0868-78-0119

消防本部・署

大原出張所

消防庁舎の現況

美作市楢原下1100番地 H 25. 11. 1 8,611.40㎡ 0868-72-0119（代）

12



美作市消防本部の案内図 

美作市消防本部位置図

庁舎付近案内図 

Ｙ 
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美作市消防本部の組織と機構
令和６年４月１日現在

消防総務課

救

助

係

勝
田
駐
在
所

予防課

署長

消

防

係

予

防

係

救

急

係

大原出張所

英
田
駐
在
所

警防課長

警防課

危

険

物

係

消防署

総

務

係

市長

消防本部

消防長

機
械
装
備
係

消

防

団

係

次長
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総 務 

消 防 吏 員・・・・・・・・定員 65 名

〃    ・・・・・・・・実員 65 名

〃  ・・・・・平均年齢 37.2 歳

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 



1．消防吏員の定員、実員及び配置

大原出張所

2．消防吏員の階級別年齢状況

階級別

1参　 　事

0

1

65

1

合　計

65

1

5

0

1

0

1

0

2

1

1

1

1

2

1

0

5

5

6

7

4

3

13

0 22.6 0 37.2

3

0 9 2 65合　 　計 1 16 16 21

平　均　年　齢 57 51.1 41.5 32.9

 61  　～

6

56　  ～ 　 60 1 2

8

51  　～　  55 6

46　  ～ 　 50 6 2

1 9

13

41  　～  　45 2 6

36　  ～  　40 8 5

11 11

1 5

31  　～ 　 35

26　  ～ 　 30 4

6 6

2 2 4

21  　～  　25

18  　～ 　 20

見　習
合計

年齢別 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士

消防 消　防 消　防 消　防 消　防
消防士

4

美作地区消防指令センター 2 2

1

4

出張所 1 4 4

救 急 駐 在 1 1

機械装備係 2 2 1

1

消 防 係 1 2 2

4 2

救 助 係 1 1 3

主　 　幹 4

課 長 補 佐 2

課 長

消

防

署

警防課

署 長 1

危 険 物 係 1

予 防 係

1

救 急 係 1

課 長 補 佐
予防課

課 長 1

1

予 防 主 幹 1

1 1

1

2

消 防 団 係

総 務 係 1

総 務 主 幹

課 長 補 佐 1

参 事

21 2

消

防

本

部

消 防 長 1

総 務 課 付

定　 　員

実　 　員 1 16 15

消　防
消防士

0 10

区　分 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

1

見　習

消防士

階級別 消　防 消　防 消　防 消　防

（令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

消防
総務課

課 長 1

15



３．職員の教養状況 （令和５年 4月 1 日～令和６年 3 月 31 日）

学校教育 

教  育  名 実 施 期 間 派遣人員 

消防大学校  第 86 期 救助科 令和５年４月 19日 ～ 令和５年６月９日 1 

第 5 4 期 予 防 科 令和５年 10 月２日 ～ 令和５年 10 月 19 日 1 

第 2 7 期 警    防 科 令和６年２月 26 日  ～ 令和６年３月８日 2 

第 3 1 期 火 災 調 査 科 令和６年１月 25日 ～ 令和６年 2 月７日 2 

第 5 8 期 初 級 幹 部 科 令和６年 1 月 10 日 ～ 令和６年 1 月 23 日 2 

通 信 指 令 研 修 令和５年 11 月 29 日 ～ 令和５年 12 月６日 1 

指 導 救 命 士 養 成 研 修 令和５年５月 25日 ～ 令和５年７月５日 1 

実 火 災 体 験 型 訓 練 研 修 
令和５年 11 月１日 

令和５年 11 月 22日 

・ 

・ 

令和５年 11 月８日 

令和５年 12 月６日 

各日１名 

計 ４名 

委託教育（資格取得） 

教  育  名 派遣人員 教  育  名 派遣人員 

玉掛技能講習 2 小型クレーン運転技能講習 2 

二級小型船舶操縦士 1 

委託教育（教育・研修） 

教  育  名 派遣人員 教  育  名 派遣人員 

緊急車両運転者特別研修 ２ 予防技術検定 １ 

ドローン操縦技能講習 2 消防法令違反是正事例発表会 1 

建物火災における屋内活動講習 1 消防実務講習会（予防） 0 

高所作業特別教育 １ 
「高圧ガス保安法の許可届出に係る

運用と解釈」に関する説明会 
１ 
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出力 呼出名称 気筒 放水量 級別

平成 岡山501め

22 459

事　務 平成 岡山480ち

連絡車 29 69－70

平成 岡山100さ

14 72－77

令和 岡山502は

5 78－65

令和 岡山480と

2 38－60

平成 岡山800さ

16 99－40

平成 岡山800せ

29 59

平成 岡山800は

28 15－46

平成 岡山830る

21 119

令和 岡山800せ

5 36－94

令和 岡山800せ

元 17－43

平成 岡山800す

28 94－81

令和 岡山800せ

2 24－48

平成 岡山800せ

31 14－01

資器材 平成 岡山800す

搬送車 24 73－74

20 594

平成 岡山830さ

20 634

大　原 平成 岡山800す

救急車 24 74－10

平成 岡山800す

20 43－78

本

部

消

防

署

5W みまさか 9 4 2,430

ボート
トレーラー

救　急
1号車

岡山800る

5,2406

4．現有車両一覧表

ト ヨ　タ 4,000

4

所属

化学車

A－2

650

みまさか 1

みまさか 6

指揮車

 救　助
工作車

救　急
4号車

5W

ト ヨ　タ

5W

大

原

出

張

所
ト ヨ　タ

日　野

ソレックス
平成

おおはら 1
大　原
消防車

日　産 3,4906

4 1,490

おおはら 2

5W おおはら ３

2,6905W みまさか 10

6,4005

みまさか 11

A－2

みまさか 4

みまさか 12

6

4

A－26,400

2,690

2.40㎥/分

2.460㎥/分

4,009みまさか２

4

みまさか5

4

5W

5W

2,690

みまさか 7

4

3

4

3 650

5W

みまさか 8

4

4

6

5W

三　菱

無　　線 性　　能
登録番号メーカー年式

原動機性能

A－1

ト ヨ　タ

車両名

日　野

日　産

日　野

5W

5W

日　野 5W

ス ズ　キ

消　防
2号車

指導車 ト ヨ　タ

連絡車

指揮車

広報車 ト ヨ　タ

ダイハツ

ト ヨ　タ

ト ヨ　タ

2.80㎥/分

2.00㎥/分

2,480

2,690
救　急
2号車

救　急
3号車

消　防
1号車

6,400

5W

5W

排気量(cc)

通学
実習車

ト ヨ　タ 4 1,490

1,290
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予 防 
令和５年４月１日～令和６年３月 31日の計数 

防火対象物・・・・・・・１，１９２対象物 

危険物施設・・・・・・・・・１５２施 設 

（令和６年３月 31 日現在） 



美  作 西粟倉 合  計 査  察

イ 映 画 館 ・ 劇 場 3 3

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 71 71 1

イ キ ャ バ レー 、ナ イト クラ ブ等

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 1 1

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等

ニ カラオケボックス・遊興個室店等

イ 待 合 料 理 店 の 類

ロ 飲 食 店 34 4 38 3

百 貨 店 、 マ ー ケ ッ ト 等 47 47 1

イ 旅 館 、 ホ テ ル 、 宿 泊 所 125 12 137 42

ロ 共 同 住 宅 92 3 95 5

イ 病 院 、 診 療 所 17 17 5

ロ 19 19 5

ニ 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 2 1 3 2

学 校 57 4 61 5

図 書 館 、 博 物 館 4 4

イ 蒸 気 ・ 熱 気 浴 場

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2 1 3

停 車 場

神 社 9 3 12 1

イ 工 場 、 作 業 場 187 5 192 20

ロ ス タ ジ オ

イ 車 庫 、 駐 車 場 24 24 4

ロ 航 空 機 の 格 納 庫

倉 庫 110 7 117 10

前各号に該当しない事業場 160 4 164 8

イ 特 定 を 含 む 複 合 用 途 84 12 96 5

ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 43 43 4

地 下 街

準 地 下 街

文 化 財 6 1 7 5

ア ー ケ ー ド

市 町 村 の 指 定 す る 山 林

総 務 省 令 で 定 め る 舟 車

1130 62 1192 136

12

13

14

15

16

17

18

19

１６の３

1．防火対象物の概況と査察

1

3

項

9

合　 　計

１６の２

20

10

11

5

2

4

6

7

8

33 5 38 10

養護老人ホーム等（通所施設を除く）

ハ
老人福祉センター・保育所等

（通所施設に限る）
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2．法第８条該当防火対象物の状況

（項）

事 項

3 60 1 19 26 28 13 6 14 13 2 18 2 1 3 15 1 26 50 2 1 304

3 19 1 11 25 27 8 5 13 10 2 18 1 1 1 14 1 21 37 1 1 220

3 19 1 9 23 26 7 5 13 10 2 18 1 1 1 14 1 19 34 1 1 209

3．消防用設備等の点検報告を要する防火対象物と受理件数

防火対象物の区分
（項）

1,000㎡ 2 2 1 3 17 15 20 4 7 4 31 1 1 61 1 23 41 26 8 268

以　上 2 1 1 1 15 12 16 4 6 3 30 1 1 54 1 19 32 22 7 228

1,000㎡ 1 51 21 28 79 61 11 12 29 3 23 3 2 8 105 22 80 98 64 29 6 736

未　満 1 19 5 15 55 21 6 12 20 3 21 1 2 1 56 14 43 63 27 11 6 402

3 53 0 1 0 0 0 24 45 94 81 15 19 33 3 54 4 0 3 0 8 166 0 23 0 103 139 90 37 0 0 6 0 1004

3 20 0 1 0 0 0 6 30 67 37 10 18 23 3 51 2 0 3 0 1 110 0 15 0 62 95 49 18 0 0 6 0 630

4．消防用設備等の届出及び検査状況

防火対象物の区分
（項）

届出種別

3 2 1 7 3 4 1 4 3 28

1 4 1 14 3 1 1 1 1 1 2 4 5 39

1 4 1 14 3 1 1 1 1 1 2 4 5 39

5．防火講習会、避難訓練等指導状況

4 3 3 3 5 7 2 10 5 6 10 1 59

ロ イ ロ

消防用設備等設置届

5

消防用設備等完成検査

　報告件数

イ ニ

　対象物数

消防用設備等着工届

　対象物数

　報告件数

1

ニ

6

　報告件数

ロ

ロ

対 象 物 数

防 火 管 理 者 届 出 数

消 防 計 画 届 出 数

　対象物数

合　計

1

防火対象物の区分
2

1

イ ロ ハ

ロ ハ

2

イ

3

イ ニ イ ロロ ハ

イ

イ イ ロ
8

5
4

3
4

5

ロ ニ

6
7 10

ハ イ

9 13

ロ
14 15

イ ロ イ

12
17

16
の
2

16
の
3イ ロ

合
計

16

イ
7

イ ロ
8

ロ

ロハ

11
イ

ロ

16
の
3

17 18
13

14 15
16

イ ロ

イ ロ

16
の
2ロ

9
10 11

12

イ イ

イ ロ ロ ハ ニ

62 3
4

ニ

5
7 8

イ ロ イ ニ
4

イ

9
10

6

7 8
イ ロ イ

ロロ ハ

1 2 3

ロ イ ニ イ

イ ロ

イ ロ ロ
11

12

11

イ
15

12

イ ロ

13

イ ロイ ロ

合
計

延面積報告件数

合
計

14 15
16 16

の
2

16
の
3

17 18

件 数

防 火 対 象 物 の 区 分
13

14
イロ ハ ロ

9
10 17

合
計

イ

16
の
2ロ

16
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同意 不同意 総計
件数 件数
Ａ B
18 18 18
2 2 2

0
0
0
0
0
0

20 20 0 0 0 0 0 0 20

7．建築同意事務処理の推移

構造 設備 避難 その他 A＋B

新築
増築
改築

指導無

6．建築同意事務処理状況

不同意の理由
申請区分

指導有

その他
合計

移転
修繕
模様替
用途変更

25
27

23

17

10

14

20

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
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月　別

　届　出　種　別

3 3

1 1 1 2 4 9

1 1

1 2 1 1 1 6

2 1 3

1 2 3

1 1

0

1 1 2 1 1 4 10

6 4 4 7 7 11 20 25 23 38 24 17 186

1 1

0

6 4 6 5 14 13 7 5 10 5 2 6 83

0

1 1 2 2 2 3 1 1 9 4 1 27

10 8 2 3 3 3 4 1 2 2 3 41

16 9 2 3 3 5 4 1 1 3 4 51

1 1 3 1 2 1 2 11

0

1 1

38 29 16 21 32 36 48 33 41 63 42 38 437

8.月別各種届出件数

合 計

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 の
貯 蔵 ・ 取 扱 い の 届

ネ オ ン 管 灯 設 置 届

指 定 可 燃 物

火災とまぎらわしい行為の届

煙 火 打 上 届

催 物 開 催 届

水 道 断 水 減 水 届

防火対象物使用開始届

防火管理者選任解任届

消 防 計 画 届

変 電 設 備 設 置 届

発 電 設 備 設 置 届

道 路 工 事 占 用 届

蓄 電 池 設 備 設 置 届

乾 燥 設 備 設 置 届

水 素 ガ ス 気 球 設 置 届

少量危険物貯蔵取扱届

二
月

十
一
月

三
月

炉 ・ か ま ど 設 置 届

ボ イ ラ ー 設 置 届

サ ウ ナ 設 備

合
計

四
月

五
月

六
月

七
月

十
二
月

八
月

九
月

十
月

一
月
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　市　村　別

 届　出　種　別

3 3

6 3 9

1 1

5 1 6

3 3

3 3

1 1

0

10 0 10

185 1 186

1 1

0

81 2 83

0

18 9 27

40 1 41

48 3 51

10 1 11

0

1 1

412 25 437

乾 燥 設 備 設 置 届

水 素 ガ ス 気 球 設 置 届

火災とまぎら わ し い 行為 の届

煙 火 打 上 届

催 物 開 催 届

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 の
貯 蔵 ・ 取 扱 い の 届

消 防 計 画 届

9.市村別各種届出受理件数

水 道 断 水 減 水 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

防 火 管 理 者 選 任 解 任 届

指 定 可 燃 物

ネ オ ン 管 灯 設 置 届

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届

美作市 西粟倉村

蓄 電 池 設 備 設 置 届

道 路 工 事 占 用 届

合 計

合　　計

炉 ・ か ま ど 設 置 届

ボ イ ラ ー 設 置 届

サ ウ ナ 設 備

変 電 設 備 設 置 届

発 電 設 備 設 置 届
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　　　年度

届出種別

5 6 15 2 3

4 15 2 11 9

1 2 1

13 11 5 4 6

2 2 2 4 3

7 5 5 5 3

2 1 1

17 5 3 13 10

134 184 186

2 3 4 1

180 87 83

48 27 39 28 27

37 41 53 49 41

42 47 57 56 51

7 9 7 8 11

1 1 1

502 443 463 181 168

催 物 開 催 届

炉 ・ か ま ど 設 置 届

ボ イ ラ ー 設 置 届

サ ウ ナ 設 備

変 電 設 備 設 置 届

発 電 設 備 設 置 届

蓄 電 池 設 備 設 置 届

水 道 断 水 減 水 届

防火対象物使用開始届

防火管理者選任解任届

令和４年度令和３年度

乾 燥 設 備 設 置 届

水 素 ガ ス 気 球 設 置 届

少量危険物貯蔵取扱届

火災とまぎらわしい行為の届

煙 火 打 上 届

令和５年度

合 計

10.各種届出受理件数（過去５年間の比較）

令和元年度 令和２年度

消 防 計 画 届

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 の
貯 蔵 ・ 取 扱 い の 届

ネ オ ン 管 灯 設 置 届

指 定 可 燃 物

道 路 工 事 占 用 届
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市 村 別

 種   別

3 3

屋 内 貯 蔵 所 22 22

屋外タンク貯蔵所 6 6

屋内タンク貯蔵所 3 3

地下タンク貯蔵所 38 1 39

簡易タンク貯蔵所 4 4

移動タンク貯蔵所 15 15

屋 外 貯 蔵 所 2 2

小 計 90 1 91

給 油 取 扱 所 30 1 31

一 般 取 扱 所 27 27

第 一 種 取 扱 所 0

第 二 種 取 扱 所 0

小 計 57 1 58

150 2 152

合   計

11.市村別危険物施設状況

貯
蔵
所

取
扱
所

合　　 　計

製　　 　造　 　　所

美作市 西粟倉村
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　数　量　別

62 32 23 13 9 5 8 0 0 0 152

1 1 1 3

小 計 47 21 10 6 4 0 3 0 0 0 91

屋 内 貯 蔵 所 13 5 2 2 22

屋外タンク貯蔵所 2 2 2 6

屋内タンク貯蔵所 3 3

地下タンク貯蔵所 15 11 6 2 2 3 39

簡易タンク貯蔵所 4 4

移動タンク貯蔵所 13 2 15

屋 外 貯 蔵 所 2 2

小 計 15 11 12 7 4 5 4 0 0 0 58

給 油 取 扱 所 3 3 5 7 4 5 4 31

第 １ 種 取 扱 所 0

第 ２ 種 取 扱 所 0

一 般 取 扱 所 12 8 7 27

取
扱
所

製 造 所

貯
蔵
所

12.危険物数量別施設状況

　区   分

5倍以下
5倍を超え
10倍以下

10倍を超え
50倍以下

50倍を超え
100倍以下

10.000倍を
超えるもの 総計

合　  計

100倍を超え
150倍以下

150倍を超え
200倍以下

1,000倍を超え
5,000倍以下

5,000倍を超え
10,0000倍以下

200倍を超え
1,000倍以下
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事務内容

屋
内
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
外
貯
蔵
所

給
油
取
扱
所

一
般
取
扱
所

第
一
種
販
売
取
扱
所

第
二
種
販
売
取
扱
所

設 置 2 1 3

変 更 7 7

設 置 1 1 2

変 更 5 5

水 張 1 1

水 圧 0

5 5

1 1

3 1 1 5

1 1 2 2 5 16 3 30

59

製造所等の別 貯　　　蔵　　　所

合

計

取　　扱　　所

合　　　　　　　　計

許 可

完成検査

タンク検査

仮 使 用 承 認

13．危険物関係事務処理状況

類・品名・数量変更

廃 止 届

変 更 届

製

造

所
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区　　分

　製造所
　等の別

屋
内
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
外
貯
蔵
所

小

計

給
油
取
扱
所

一
般
取
扱
所

第
一
種
販
売
取
扱
所

第
二
種
販
売
取
扱
所

小

計

施設数 3 22 6 3 39 4 15 2 91 31 27 58 152

査察件数 7 1 11 1 5 25 16 11 27 52

査察率（％） 0% 32% 0% 33% 28% 25% 33% 0% 27% 52% 41% 47% 34%

合

計

14．危険物関係査察実施状況

貯　 　蔵　 　所 取　　扱　　所

製

造

所
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15.過去５年間の施設別設置許可件数

　　　年度別

　種別

1

1 1

1

1 1

0 2 0 3 1

令和5年度令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計
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火 災 

建 物 火 災 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８件

林 野 火 災 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５件

車 両 火 災 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３件

そ の 他 の 火 災 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 12 件 

合 計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 28 件



 

令和５年 火災の概要 

１ 火災件数 

令和５年中における火災の総件数は 28 件で昨年と比較して１件減少しています。 

市村別にみますと、美作市は 28 件、西粟倉村が０件でした。 

また、火災種別をみますと、建物火災は８件（前年比－１件）、林野火災は５件（前年

比－２件）、車両火災は３件（前年比＋２件）、その他の火災※１は 12 件（前年と同件数）

発生しています。 

全件数のうち、その他の火災が全火災の 43 パーセントを占めています。 

出火率※２については、美作市が 10.4 件/万人でした（全国(概数)2.30 件/万人）。 

２ 火災損害及び建物焼損面積※３

 令和５年中の火災損害額は 18,493 千円（前年比－8,732 千円）となっており、このう

ち建物火災の損害額は、15,092 千円（前年比－11,764 千円）で建物焼損床面積は、571 平

方メートル（前年比＋364 平方メートル）、建物焼損表面積は、９平方メートル（前年比

－９平方メートル）となっています。 

 また、焼損棟数につきましては、13 棟（前年比＋２棟）で、このうち全焼は６件（前年

比＋５件）、半焼は０件（（前年比－２件）、部分焼は４件（前年比－２件）、ぼやは３件（前

年比＋１件）となっています。 

３ 火災による死傷者

 令和５年中の火災による死者※４は１人で、前年と比較して１名増加しており、建物火災

によって死亡しています。 

 また、負傷者は７人で前年と比較して２人増加しており、そのうち２人が建物火災、４

人はその他火災、１人は林野火災で負傷しています。 

４ 出火原因

  出火原因の割合は、「火入れ」が最も多く９件（32％）、「その他※５」が７件（25％）、「た

ばこ」、「たき火」、「放火の疑い」、「不明」が各２件（７％）とつづき、「ストーブ」、「電

灯・電話等の配線」、「溶接機・溶断機」が各１件となっています。 

  「火入れ」が原因で発生した火災の９件全てが、刈り取った草や枯れ草を焼却中に、他

に延焼し火災となっています。 

５ 住宅用火災警報器の設置状況 
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１ 火災発生状況及び前年との比較 

令和５年(A) 令和４年(B) 対象年増減数(A-B)

28 29 ▲ 1

建物火災 8 9 ▲ 1

林野火災 5 7 ▲ 2

車両火災 3 1 2

船舶火災 0 0 0

航空機火災 0 0 0

その他の火災 12 12 0

13 11 2

全焼 6 1 5

半焼 0 2 ▲ 2

部分焼 4 6 ▲ 2

ぼや 3 2 1

571 207 364

9 18 ▲ 9

1,114 1 1,113

5 4 1

1 0 1

7 5 2

5 4 1

全損 2 1 1

半損 0 0 0

小損 3 3 0

18,493 27,225 ▲ 8,732

建物火災 15,092 26,838 ▲ 11,746

林野火災 1,562 41 1,521

車両火災 1,742 320 1,422

船舶火災 0 0 0

航空機火災 0 0 0

その他火災 97 26 71

爆発 0 0 0

10.4 10.6 ▲ 0.2

区分

(

件

)

火
災
件
数

総件数

(

棟

)

焼
損
棟
数

総数

焼
損
面
積

建物焼損床面積(㎡)

建物焼損表面積(㎡)

林野焼損面積(a)

(

人

)

死
傷
者

死者

負傷者

焼損台数(台)

出火率(件/万人)

(
世
帯

)
り
災
世
帯

総数

(

千
円

)

損
害
額

合計
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２ 市村別・月別・種別別火災発生状況 

床
面
積

(

㎡

)

表
面
積

(

㎡

)

美作市 2 2
西粟倉村 0
美作市 2 1 1 5 1 3 433 3 19 7,958

西粟倉村 0
美作市 9 1 2 6 1 1 2 96 1,089 8,529 1 2

西粟倉村 0
美作市 4 3 1 4 2 2 3 5 1 117 1

西粟倉村 0
美作市 2 1 1 97

西粟倉村 0
美作市 1 1 1 1 37

西粟倉村 0
美作市 0

西粟倉村 0
美作市 2 1 1 1,325 1

西粟倉村 0
美作市 4 1 2 1 1 32 5 48

西粟倉村 0
美作市 1 1 1 1 1 7 382

西粟倉村 0
美作市 0 3

西粟倉村 0
美作市 1 1

西粟倉村 0
美作市 28 8 5 3 0 0 12 13 5 8 571 9 1,114 18,493 1 7 10.4

西粟倉村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 28 8 5 3 0 0 12 13 5 8 571 9 1,114 18,493 1 7 10.4

９月

火災件数(件)

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

り災

航
空
機

そ
の
他

人
員

(

人

)

世
帯
数

(

世
帯

)

出
火
率

(

件

)

焼損面積
建物

林
野

(
a

)

火
災
損
害
額

(

千
円
）

死傷者

合計

死
者

(

人

)
負
傷
者

(

人

)

区分

市
町
村

合
計

建
物

林
野

車
両

船
舶

１０月

１１月

１２月

焼
損
棟
数

(

棟

)
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３ 曜日・時間別火災発生状況 

床
面
積

(

㎡

)

表
面
積

(
㎡

)

日曜日 7 3 4 25 3 1 1 35 7 90 5

月曜日 3 1 1 1 11 5 1 3 433 8 19 7,689

火曜日 4 1 1 1 1 14 1 1 1 1,030 1,526 1

水曜日 3 1 1 1 11 1 1 1 7 52 1,744

木曜日 3 1 2 11 1 1 134

金曜日 4 1 2 1 14 1 1 2 96 3 6,967 1 1

土曜日 4 1 1 2 14 3 343

合計 28 8 5 3 0 0 12 100 12 5 8 571 9 1,114 18,493 1 7

０～２ 0 0

２～４ 1 1 4 343

４～６ 0 0

６～８ 1 1 4

８～10 0 0

10～12 5 1 1 3 18 1 1 1 7 8 382

12～14 6 1 2 3 21 2 6 1,436 3

14～16 7 1 2 4 25 5 1 3 433 3 75 9,074 1

16～18 5 3 2 18 3 1 1 35 1,031 288 2

18～20 3 2 1 11 2 2 3 96 6,970 1 1

20～22 0 0

22～24 0 0

不明 0 0

合計 28 8 5 3 0 0 12 100 13 5 8 571 9 1,114 18,493 1 7

焼
損
棟
数

(

棟

)

り災 焼損面積

世
帯
数

(

世
帯

)

人
員

(

人

)

建物

林
野

(

a

)
区分

曜
日
別
火
災
発
生
状
況

時
間
別
火
災
発
生
状
況

死
者

(

人

)

負
傷
者

(

人

)

火
災
損
害
額

(

千
円
）

死傷者

合
計

建
物

林
野

車
両

船
舶

航
空
機

そ
の
他

火災件数(件)

構
成
比

(

％

)
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４ 市村別建物火災程度・損害状況 

床
面
積

(

㎡

)

表
面
積

(

㎡

)

2 2 3 4 2 5 8 571 9 1,114 5 18,493 1 7

2 0 2 3 4 0 2 0 5 8 571 9 1,114 5 18,493 1 7合計

西粟倉村

美作市

負
傷
者

(

人

)

ぼ
や

火元(棟) 類焼(棟) 死傷者

全
焼

半
焼

部
分
焼

ぼ
や

全
焼

半
焼

部
分
焼

死
者

(

人

)

区分

人
員

(

人

)

建物

林
野

(
a

)

火
災
損
害
額

(

千
円
）

焼
損
車
両

(

台

)

世
帯
数

(

世
帯

)

り災 焼損面積

区分

建物火災

建物 収容物 小計

火災損害額(千円)

15,098

0

15,098 275

1,562 18,493

0

18,493

林
野

車
両

そ
の
他

1,562

合計

1,558

1,558

275

美作市

西粟倉村

合計 2,346

2,346

12,752

12,752
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５ 原因別火災発生状況 

床
面
積

(

㎡

)

表
面
積

(

㎡

)

2 2 7 2 1 1 7 1 419

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1 1 4 1 1 1 1

0 0

0 0

1 1 4 1,325

0 0

1 1 4 1 1 1 3

0 0

0 0

0 0

0 0

2 2 7 5

1 1 4

0 0

0 0

0 0

9 1 8 32 53 1,459 1

0 0

2 1 1 7 343

2 2 7 6 2 5 529 3 19 14,582 1 1

7 2 1 1 3 25 3 35 5 1,037 361 5

28 8 5 3 0 0 12 100 13 5 8 571 9 1,114 18,493 1 7

火
災
損
害
額

(

千
円
）

構
成
比

(

％

)

死傷者

合
計

建
物

林
野

車
両

船
舶

航
空
機

そ
の
他

世
帯
数

(

世
帯

)

人
員

(

人

)

火災件数(件)

焼
損
棟
数

(

棟

)

り災 焼損面積
建物

電灯・電話等の配線

死
者

(

人

)

負
傷
者

(

人

)

焼却炉

炉

林
野

(
a

)

ストーブ

ボイラー

煙突・煙道

排気管

風呂かまど

かまど

こんろ

たばこ

区分

溶接機・溶断機

電気機器

不明

その他

内燃機関

配線器具

火あそび

マッチ・ライター

たき火

合計

放火

放火の疑い

灯火

衝突の火花

取灰

火入れ
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６ 過去５年間の火災発生状況 

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

21 21 19 29 28

建物火災 12 6 6 9 8

林野火災 2 4 2 7 5

車両火災 1 4 3 1 3

船舶火災 0 0 0 0 0

航空機火災 0 0 0 0 0

その他火災 6 7 8 12 12

19 8 16 11 13

全焼 12 5 11 1 6

半焼 0 0 1 2 0

部分焼 5 2 2 6 4

ぼや 2 1 2 2 3

1,478 428 1,043 207 571

98 168 73 18 9

5 5 2 1 1,114

9 2 4 4 5

2 0 1 0 1

3 3 1 5 7

9 2 4 4 5

全損 7 1 4 1 2

半損 0 0 0 0 0

小損 2 1 0 3 3

66,684 11,016 43,965 27,225 18,493

建物火災 60,667 10,187 42,794 26,838 15,092

林野火災 0 156 19 41 1,562

車両火災 1,915 597 916 320 1,742

船舶火災 0 0 0 0 0

航空機火災 0 0 0 0 0

その他火災 4,102 76 236 26 97

爆発 0 0 0 0 0

7.1 7.4 6.4 10.6 10.4出火率(件/万人)

(
世
帯

)
り
災
世
帯

総数

(

千
円

)

火
災
損
害
額

合計

焼
損
面
積

建物焼損床面積(㎡)

建物焼損表面積(㎡)

林野焼損面積(a)

焼損台数(台)

(

人

)

死
傷
者

死者

負傷者

区分

(

件

)

火
災
件
数

総数

(

棟

)

焼
損
棟
数

総数
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７ 過去５年間の火災発生状況と主な出火原因 

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

21 21 19 29 28

66,684 11,016 43,959 27,225 18,493

出火原因 火入れ 火入れ 火入れ 火入れ 火入れ

件数(件) 4 9 7 14 9

出火原因 放火 電灯・電話等の配線 たばこ ストーブ その他

件数(件) 2 3 3 2 7

出火原因 配線器具 不明 不明 煙突・煙道 たばこ

件数(件) 2 2 3 1 2

出火原因 たき火 こたつ 放火 放火 たき火

件数(件) 1 1 1 1 2

出火原因 こたつ 排気管 風呂かまど 風呂かまど 放火の疑い

件数(件) 1 1 1 1 2

4

5

区分

火災件数(件)

火災損害額(千円)

1

2

3
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救 急 

出場件数・・・・ 2,036 件

１日平均・・・・・ 5.6 件

搬送人員・・・・ 1,908 人



令和５年 救急の概要 

令和５年中の美作市の救急出場件数は 2,036 件、救急搬送人員は 1,908 人となり

ました。昨年と比較すると出場件数は 67 件、搬送人員は 25 人の過去最多となりま

した。 

令和４年中の岡山県救急出場件数は 99,279 件、全国救急出場件数は 722 万 9,838

件となっています。 

１．救急出場件数は１日平均 5.6 件。管内人口の 14 人に１人が救急搬送されたこと

になります。 

２．救急による搬送人員のうち、65 歳以上の高齢者の占める割合が高く 77.1％（全

搬送人員の内 1,471 人）で、前年の 75.6％から 1.5％の増加となりました。 

３．事故種別別出場件数は、急病 1,238 件（60.8％）、一般負傷 319 件（15.7％）、

転院搬送 287 件（14.1％）交通 83 件（4.1％）の順となっています。 

４．署所別の救急出場件数は、本署 1,614 件（79.3％）、大原出張所 382 件（18.8％）、

英田駐在所 22 件（1.1％）、勝田駐在所 18 件（0.9％）となっています。 

５．現場到着所要時間は、覚知（119 番通報）から平均で 12.7 分となっており、医

療機関等収容所要時間は覚知から平均 52.1 分となっています。 
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区分

月別

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ
の
他

１月 0 0 0 8 2 0 28 0 1 113 31 0 183

２月 1 0 0 1 0 1 24 2 0 97 29 1 156

３月 1 0 0 2 3 4 25 1 1 88 28 1 154

４月 0 0 0 7 1 4 23 0 4 86 20 0 145

５月 0 0 0 5 2 9 34 0 2 106 21 2 181

６月 0 0 1 8 1 1 24 0 7 94 15 2 153

７月 0 0 0 3 4 6 29 0 2 96 25 0 165

８月 1 0 0 17 1 4 30 1 0 140 39 0 233

９月 0 0 0 2 1 10 24 0 0 96 20 0 153

10月 0 0 0 10 1 4 25 0 2 99 15 0 156

11月 2 0 0 8 4 5 24 0 1 106 26 0 176

12月 0 0 0 12 1 2 29 1 1 117 18 0 181

合計 5 0 1 83 21 50 319 5 21 1,238 287 6 2,036

出
場
件
数

救　急　事　故　種　別

（単位：件）
１.月別救急出場件数

最も多い月は８月で233件、最も少ないのは４月で145件となり救急件数は昨年比67件の
増加となっています。８月は記録的な猛暑の影響もあり熱中症などの体調不良者増加が主
な要因と考えられます。

救急種別件数では「急病」1,238件（＋74件）、「一般負傷」319件（＋５件）、「交通
事故」83件（－３件）、「その他」396件（－９件）となっています。「その他」には転院
搬送287件が含まれています。昨年の1,969件に比べると若干の増加、過去の救急出場件数
としては過去最多件数となっています。
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区分

月別

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ
の
他

１月 0 0 0 7 2 0 27 0 1 104 30 0 171

２月 0 0 0 1 0 1 24 1 0 88 29 0 144

３月 1 0 0 1 2 4 23 0 1 78 28 0 138

４月 0 0 0 7 1 4 20 0 3 82 20 0 137

５月 0 0 0 5 2 7 34 0 2 94 21 0 165

６月 0 0 0 7 1 1 24 0 6 89 15 0 143

７月 0 0 0 2 4 6 26 0 1 92 25 0 156

８月 1 0 0 15 1 4 28 1 0 135 38 0 223

９月 0 0 0 2 1 10 23 0 0 88 20 0 144

10月 0 0 0 14 1 4 25 0 2 93 15 0 154

11月 3 0 0 7 4 5 21 0 1 96 25 0 162

12月 0 0 0 13 1 2 28 0 1 109 17 0 171

合計 5 0 0 81 20 48 303 2 18 1,148 283 0 1,908

搬
送
人
員

救　急　事　故　種　別

(単位：人)

急病が全搬送人員の60.2％（1,148人）を占めており、一般負傷15.9％（303人）転院搬
送14.8％（283人）、の順になっています。

２．月別救急搬送人員
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（単位：件）

火 災 5 0 0 0 0 5

自然災害 0 0 0 0 0 0

水 難 1 0 0 0 0 1

交通事故 67 6 5 0 5 83

労働災害 18 2 1 0 0 21

運動競技 50 0 0 0 0 50

一般負傷 310 8 1 0 0 319

加 害 4 1 0 0 0 5

自損行為 19 2 0 0 0 21

急 病 1,199 35 3 0 1 1,238

転院搬送 287 0 0 0 0 287

そ の 他 6 0 0 0 0 6

合 計 1,966 54 10 0 6 2,036

（単位：件）

本 署 出 張 所 英田駐在 勝田駐在 合 計

1,614 382 22 18 2,036

1,509 362 21 16 1,908

出 場 件 数

搬 送 人 員

救

急

事

故

種

別

合計

英田駐在は、英田地域の英田青野、尾谷、福本、奥、井口、三保原、真神、中川、上
山、横尾、北、南、滝宮、作東地域の国貞、万善、柿ケ原、鈴家、田渕地区に出場しま
す。

勝田駐在は、勝田地域の右手、真殿、梶並、楮、久賀、東谷上・東谷下、清後地区を除
く余野、長谷内、作東地域の梶原、小房、粟井中、小野、鷺巣地区に出場します。
　各駐在の出場件数は、駐在滞在時の出場件数になります。
　本署からの出場が79.3％（1,614件）、大原出張所が18.8％（382件）となっています。

西粟倉村美 作 市

３.出場場所地区別救急出場件数

４．署所別出場件数及び搬送人員

高規格道路とは鳥取自動車道及び美作岡山道路をさし、高速道路とは中国自動車道をさ
します。美作市が出場件数の96.6％（1,966件）を占めており、西粟倉村が2.7％（54件）
となっている状況です。

高速道路 管 轄 外 高規格道路
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(単位：人)

生後29日以上 ７歳以上 18歳以上

７歳未満 18歳未満 65歳未満

急 病 1 35 26 182 903 1,147

交通事故 0 1 7 32 42 82

一般負傷 0 6 4 28 265 303

そ の 他 0 5 16 94 261 376

合 計 1 47 53 336 1,471 1,908

（単位：％）

※ 「その他」の内訳
「水難」「労働災害」「運動競技」「加害」「自損行為」「転院搬送」

５．年齢別搬送人員

搬送人員のうち65歳以上の占める割合は74.7％（1,471人）となっており、搬送された
65歳以上の急病割合は61.4％（903人）となっています。

生後28日以下 65歳以上 合  計

10.6

30.2 28

17.7

12.8

7.5 8.3

18
2.1

13.2
9.5

2.9

100

74.5

49.1
54.2

61.4
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100%

生後28日以下 ７歳未満

生後29日以上

18歳未満

７歳以上

65歳未満

18歳以上

65歳以上

年齢別搬送人員の割合

急 病 交通事故 一般負傷 その他
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(単位：人）

住 宅 公 衆 の 場 仕 事 場 道 路 そ の 他 合 計

急 病 818 269 19 26 16 1,148

交 通 事 故 1 1 0 76 3 81

一 般 負 傷 185 53 1 31 33 303

そ の 他 19 339 15 2 1 376

合 計 1,023 662 35 135 53 1,908

６．事故発生場所区分別搬送人員

事故発生場所で最も多いのは住宅で、搬送人員の53.6％（1,023人）を占めています。
住宅内で最も多い箇所は、居間や寝室を含む居室（782人）、次いで廊下（74人）、庭
（48人）、台所（42人）の順となっています。

次に多いのが公衆の場で34.7％（662人）となっており、この中には転院搬送が含まれ
ています。内訳として最も多い場所は、病院・診療所（287人）、次いで老人福祉施設等
（205人）、運動場・競技場・各種スポーツ施設（61人）、旅館・ホテル（35人）となっ
ています。

住宅

53.6%
公衆の場

34.7%

仕事場

1.8%

道路

7.1%

その他

2.8%

住宅

公衆の場

仕事場

道路

その他
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(単位：件）

急　病 交通事故 一般負傷 その他 合　計
３分未満 5 1 6 8 20
３分～４分 31 1 4 65 101
５分～９分 317 17 88 163 585
10分～19分 728 45 184 113 1,070
20分以上 157 19 37 47 260

合　計 1,238 83 319 396 2,036

(単位：人）

急　病 交通事故 一般負傷 その他 合　計
10分未満 0 0 0 1 1
10分～19分 20 0 1 3 24
20分～29分 110 2 38 39 189
30分～59分 717 40 170 219 1,146
60分～119分 290 38 87 106 521
120分以上 11 1 7 8 27
合    計 1,148 81 303 376 1,908

７.現場到着所要時間別出場件数

８.医療機関等への収容時間別搬送人員

119番通報から医療機関へ収容するまでに要した時間別搬送人員を割合でみると、71.3％（1,360
人）は１時間未満に収容できましたが、28.7％（548人）は１時間以上の時間がかかっています。１時
間以上要した理由は、現場から医療機関までの距離が長いこと、管轄外への転院搬送、受入先医
療機関が決定しない等が考えられます。

119番通報から現場に到着するまでに要した時間別出場件数を割合でみると、34.7％
（706件）は10分未満に到着していますが、12.8％（260件）は20分以上の時間を要しまし
た。時間を要した理由は、現場が遠い又は管轄署所外への応援出場等が考えられます。
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260
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（単位：分）

　（単位：件）

　救急要請で出場したが、搬送に至らなかった事案は143件でした。
その内、辞退が41件あり、現場到着前の辞退が９件、現場到着後の辞退が32件でし

た。
理由別では48件の死亡が多く、救急隊到着時「明らかな死亡」と判断し搬送しな

かったものです。

　現場到着所要時間と医療機関等への収容時間の平均を表しています。
10年前と比較すると現場到着所要時間は１分、医療機関等収容時間は7.1分延伸し

ています。現場到着所要時間については、遠隔地への救急出動の増加、管轄している
署所の救急車が出動中のためが影響していると思われます。医療機関等収容時間が延
伸している原因は、現場到着所要時間の延伸に加え、救急隊の処置の高度化、収容医
療機関への照会数増加、遠方の医療機関へ搬送や転院搬送等が考えられます。

10．不搬送理由別不搬送件数

９．現場到着所要時間、医療機関等収容時間の推移状況

11.7 11.9 12.1 12.1 12 12.5 12 12.4 13 12.7

45 44.4 45.6 46.2 45.4 45.9 45.9
48.1

51.7 52.1
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平均現場到着所要時間（分） 平均医療機関等収容時間（分）

明らかな死亡

48

辞退

41

拒否

21

傷病者なし

6

他隊搬送

16

誤報、いたずら

5

その他

6
合計 143 件

明らかな死亡

辞退

拒否

傷病者なし

他隊搬送

誤報、いたずら

その他
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0 0 0 3 0 0 10 2 0 53 3 0 71

0 0 0 2 0 0 2 1 0 40 1 0 46

0 0 0 1 0 0 10 0 1 50 1 0 63

0 0 0 5 0 0 26 0 2 108 2 0 143

0 0 0 9 4 3 54 0 4 148 40 1 263

0 0 0 6 6 8 47 0 3 148 86 0 304

2 0 0 16 4 14 43 0 2 142 59 1 283

1 0 0 15 3 18 30 0 0 141 40 1 249

1 0 1 3 3 5 38 1 3 120 33 0 208

0 0 0 13 1 0 32 0 1 129 12 0 188

1 0 0 5 0 2 14 0 2 92 6 3 125

0 0 0 5 0 0 13 1 3 67 4 0 93

5 0 1 83 21 50 319 5 21 1,238 287 6 2,036

８時から18時の間は２時間当たり200件を超す出場となっています。22時～６時の間は２時間当た
りの出場件数が100件を下回っており、人の活動と比例し出場が増えています。
事故種別別に見ると、一般負傷と急病は８時から22時の間で人の活動と共に多くなっており、交
通事故にあっては８時から20時の間の通行量が多い時間帯に救急出場が多くなっています。

合　　計

６～８時

14～16時

加

害

水

難

16～18時

４～６時

労

働

災

害

０～２時

一

般

負

傷

 (単位：件）

自

損

行

為

合

計

救　　急　　事　　故　　種　　別
転

院

搬

送

そ

の

他

交

通

事

故

11．時間帯別、事故種別別出場件数

時間　区分

急

病

自

然

災

害

運

動

競

技

火

災
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区分

曜日

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

日曜 3 0 0 13 4 17 53 2 5 211 13 0 321

月曜 1 0 0 6 2 3 38 1 3 194 53 0 301

火曜 0 0 0 11 3 3 37 0 1 170 43 1 269

水曜 0 0 0 10 2 6 49 0 2 185 52 2 308

木曜 0 0 0 12 4 1 45 1 4 156 39 0 262

金曜 1 0 0 16 5 2 33 1 3 163 50 2 276

土曜 0 0 1 15 1 18 64 0 3 159 37 1 299

合計 5 0 1 83 21 50 319 5 21 1,238 287 6 2,036

(単位：件）

救　急　事　故　種　別
合

計

出場件数の内、日曜日（321件）が最も多く、次いで水曜日（308件）、月曜日（301
件）の順になっています。事故種別別に見ると運動競技、一般負傷の土曜日と日曜日が増
加傾向であり新型コロナウイルス感染症５類移行に伴う各種イベントへの参加による人流
の増加が考えられます。

12．曜日別、事故種別別出場件数
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区分

年別

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ
の
他

平成26年 1 0 0 125 23 43 273 7 15 1,028 351 2 1,868

平成27年 1 0 4 96 23 45 288 6 11 1,023 358 1 1,856

平成28年 1 0 3 112 13 54 336 2 19 1,006 320 3 1,869

平成29年 2 0 2 111 17 49 304 3 14 1,065 378 5 1,950

平成30年 3 0 2 125 15 55 284 1 14 1,137 374 5 2,015

令和元年 5 0 1 111 36 44 280 6 7 1,066 339 5 1,900

令和２年 3 0 1 97 17 19 276 0 12 927 266 7 1,625

令和３年 1 0 1 77 23 38 258 3 10 956 270 7 1,644

令和４年 4 0 2 86 22 51 314 4 13 1,164 300 9 1,969

令和５年 5 0 1 83 21 50 319 5 21 1,238 287 6 2,036

出場件数は2,036件で昨年と比べて67件増加し過去最多件数となっています。過去10年の
平均出場件数（1,873件）と比べてみると163件多くなっています。

流行季節を問わない新型コロナウイルスやインフルエンザなど感染症の増加、発熱患者
の増加などや人流の増加が影響していると考えられます。

（単位：％）

（単位：件）

合

計

救急事故種別

13．過去10年間の事故種別別出場件数
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(単位：人)

生後29日以上 ７歳以上 18歳以上

７歳未満 18歳未満 65歳未満

平成26年 1 45 26 478 1,226 1,776

平成27年 0 37 54 412 1,276 1,779

平成28年 0 50 57 420 1,237 1,764

平成29年 0 60 56 411 1,324 1,851

平成30年 0 73 47 465 1,321 1,906

令和元年 1 76 54 410 1,278 1,819

令和２年 0 50 29 320 1,150 1,549

令和３年 1 43 24 330 1,153 1,551

令和４年 1 51 48 360 1,423 1,883

令和５年 1 47 53 336 1,471 1,908

（単位：％）

高齢者（65歳以上）の搬送人員は昨年と比べると48人増加、成人（18歳以上65歳未満）の搬送
人員は昨年に比べると24人減少となっています。

過去10年間の年齢別搬送人員の推移をみると、割合では高齢者が過去最多、成人は過去最少と
なっています。
　これは、65歳以下の人口が減少したことによる相対的な高齢化が原因と考えられます。

14．過去10年間の年齢別搬送人員の状況

生後28日以下 65歳以上 合  計
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(単位：人)

程 　度 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

死 　亡 37 33 47 39 43 30 33 35 29 44

重　 症 303 327 307 351 308 292 232 256 297 282

中等症 747 810 756 823 845 786 730 716 790 856

軽　 症 685 607 654 634 709 709 554 542 767 725

その他 4 2 0 4 1 2 0 2 0 1

合  計 1,776 1,779 1,764 1,851 1,906 1,819 1,549 1,551 1,883 1,908

15．過去10年間の傷病程度別搬送人員の状況

　傷病程度別でみると軽症と重症は減少、中等症は増加となっています。
過去10年間の推移状況をみると、重症搬送は過去最少となり10年前と比べると2.3％

の減少、中等症と軽症搬送は増減を繰り返しているものの全体割合は多くを占めていま
す。

（単位：％）
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(単位：人)

心肺停止傷病者 １ヶ月後の 一般市民による 一般市民による

搬 送 者 数 生 存 者 数 応急手当あり 内AED使用 応急手当なし

平成26年 44 2 18 1 20

平成27年 37 3 17 3 23

平成28年 46 1 23 6 23

平成29年 46 3 23 7 22

平成30年 52 4 30 8 17

令和元年 34 2 17 1 16

令和２年 39 1 23 4 23

令和３年 41 1 18 3 23

令和４年 33 2 21 3 12

令和５年 45 0 26 6 19

（単位：％）

16．過去10年間の心肺停止傷病者への一般市民による応急手当実施状況

応急手当ありとは心肺停止傷病者に対して一般市民が心肺蘇生法を行ったもので、内
ＡＥＤ使用とは、電気ショックの有無にかかわらず、一般市民がＡＥＤを使用していた
ものです。
　救命率とは心肺停止傷病者搬送者数に対する１ヶ月後の生存者数の割合です。
　昨年と比べると、心肺停止傷病者搬送者数は12人増加しています。
　一般市民による応急手当は昨年の過去最多63.6％より減少し57.8％となりました。
　ＡＥＤの使用については６件となっています。
　応急手当講習会参加人数は年間約1,400人とコロナ禍に比べ大幅に増加しています。
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救 助 

出場件数・・・・・・・ 35 件 

活動件数・・・・・・・ 23 件



令和５年 救助の概要 

令和５年中の救助出場件数は 35 件、救助活動件数は 23 件で、昨年と比較す

ると出場件数は２件増えており、活動件数は４件の増加となりました。 

１．事故種別別出場件数は、交通事故 16 件（45.7％）、建物等による事故３

件（8.6％）、水難事故１件（2.9％）、機械による事故１件（2.9％）、ガス

及び酸欠事故１件（2.9％）、その他の事故 13 件（37％）となっています。 

２．救助出場件数を事故種別で昨年と比較すると、最も多い交通事故は昨年

と同数の 16 件ですが、活動件数は１件増加しています。また、その他の

事故を昨年と比較すると２件減少となっており、そのうち山林での救助事

案が５件、河川及び用水路への転落事故が５件含まれています。 

３．事故発生地区では美作市が 29 件（82.9％）となっており、他には西粟

倉村で３件（8.6％）、高規格道路で２件（5.7％）、中国自動車道で１件

（2.8％）発生しています。 

４．救助人員数 23 人の内、年齢別では 65 歳以上の方が最も多く 17 人救助

されています。傷病程度では中等症以上の方が 16 人と、全救助人員の約

７割を占める形となりました。 
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１．事故種別別救助出場件数・活動件数

建物 建物以外

出場件数 0 0 16 1 0 1 3 1 0 13 35

活動件数 0 0 7 1 0 1 3 0 0 11 23

風水害等
自然災害

機械によ
る事故

建物等に
よる事故

ガス及び
酸欠事故

その他の
事故

　救助出動事案で活動した件数は23件で、その他の事故が活動事案全体の約５割を占める
11件です。そのうち山林での救助事案が５件、河川及び用水路への転落事故が５件含まれ
ています。

合　計
火災

交通事故 水難事故 破裂事故

（単位：件）　

事故種別

件数区分

交通事故

16

水難事故

1

機械による事故

1

建物等による事故

3

ガス及び酸欠事故

1

その他の事故

13

事故種別別出場件数

交通事故

水難事故

機械による事故

建物等による事故

ガス及び酸欠事故

その他の事故

交通事故

7

水難事故

1

機械による事故

1

建物等による事故

3

その他の事故

11

事故種別別活動件数

交通事故

水難事故

機械による事故

建物等による事故

その他の事故
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２．事故発生地区別救助出場件数・活動件数

美作市 西粟倉村 中国道 管　外 高規格道路

救助出場件数 29 3 1 0 2

救助活動件数 21 2 0 0 0

合    計

35

23

（単位：件）　

　事故発生場所別の救助出場件数のほとんどは美作市で発生しており、全体の約８割（29
件）を占めています。その他に西粟倉村で３件、高規格道路で２件、中国道で１件の救助
事案が発生しています。

市村別

件数区分

美作市

29

西粟倉村

3

中国道

1

高規格道路

2

市村別救助出場件数

美作市

西粟倉村

中国道

高規格道路

美作市

21

西粟倉村

2

市村別救助活動件数

美作市

西粟倉村
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３．救助人員における年齢区分別傷病程度
（単位：人）

４.救助人員における事故種別傷病程度
（単位：人）

ガス及び
酸欠事故

2
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23

合   計
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破裂事故

合   計
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5
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2

65歳以上

5

5
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0

0

0

0

1

1

0

0
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0 4

3
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0
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0 0

1 0

0

0 2

2

55～64歳

0

0

00

0

0

中等症

0～6歳

0

1 3

0

0

0

35～44歳

0

死  亡

重  症

45～54歳

軽  症

18～24歳７～17歳

0

0

0

0

0

0

0

合  計

0

火災 交通事故 水難
風水害等
自然災害

機械に
よる事故

建物等に
よる事故

0

死  亡 0 1 0 0 0

1

0 0

重  症 0 3 1 0 0 0

中等症 0 2 0 0 0

軽  症 0 2 0 0 1

その他 0 0 0 0 0

合  計 0 8 1 0 1

2

2

1 0

11

0

0

0 0 0 2

1

2 0

　救助人員とは救助活動により救出された人員です。
　傷病程度別では、死亡が５人、重症が６人と重症以上が約５割を占めています。
　また、年齢区分別でみると65歳以上の高齢者の割合が約７割を占めています。

　事故種別による傷病程度別では、その他の事故が11人で全体の約５割を占めていま
す。
　また死亡事故は交通事故で１名、その他の事故で４名となっています。

0

その他の
事故

0

4

年齢区分

傷病程度

事故種別

傷病程度
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ガス及び

破裂事故

火災

交通事故 水難事故

風水害等 機械に その他

合　計

建物 建物以外 自然災害 よる事故 よる事故 酸欠事故 の事故

建物等に

令和元年 0 0 18 1 0 1 5 0 0 9 34

令和２年 0 0 22 1 0 1 1 1 0 5 31

令和３年 0 0 25 1 0 0 0 2 0 5 33

0 0 0 15 33令和４年 0 0 16 2

35令和５年 0 0 16 1 0

00

（単位：件）

　過去５年の推移としては、救助件数に大幅な増減はありませんが、ここ５年間では最
多の出動件数となっています。その背景には、「その他の事故」の出動件数が増加傾向
にあり、特に山林での救助事案と河川及び用水路への転落事故が増加しています。
　事故の内訳は交通事故による出動が最も多く、次いでその他の事故となっています。

５．過去５年間の事故種別救助出場件数

1 3 1 0 13

事故種別

年
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通 信 

美作地区消防指令センター管内着信件数・・17,301 件 

美作市消防本部管内着信件数 ・・・・・・・2,714 件 



令和５年 通信の概要 

令和５年中の美作地区消防指令センター管内着信件数は17,301件、そのうち

美作市消防本部管内着信件数は2,714件でした。 

昨年と比較すると、美作地区消防指令センター管内着信件数は431件増加、

美作市消防本部管内着信件数は192件増加となりました。 

１．美作地区消防指令センター管内の着信件数割合は救急11,912件（約68％）

火災210件（約１％）、救助129件（約１％）、その他の災害82件（約１％）、

災害以外の着信件数は4,968件（約29％）となっています。 

２．美作市消防本部管内の着信件数割合は救急1,921件（約70％）、火災30

件（約１％）、救助16件（約１％）、その他の災害５件（約１％）、災害以

外の着信件数は742件（約27％）となっています。 

３．美作地区消防指令センター管内での固定電話（IP電話含む）、及び携帯

電話、スマートフォンからの着信件数は、固定電話（IP電話含む）8,757

件（約51％）、携帯電話8,484件（約49％）となっています。 

４．美作市消防本部管内での固定電話及び携帯電話からの着信件数は、固定

電話（IP電話含む）1,398件（約52％）、携帯電話が1,313件（約48％）と

なっています。 

５．令和５年の着信件数をみると、美作市消防本部管内、美作地区消防指令

センター管内とも、救急における着信件数が特に増加傾向にあります。

救急の119番通報については、新型コロナウイルス感染症関連の通報が

増加傾向にありました。 
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１．美作地区消防指令センター管内種別別着信件数の内
　　美作市消防本部管内着信件数の割合

火
災

救
急

救
助

そ
の
他
災
害

間
違
い

通
報
訓
練

試
験

問
い
合
せ

重
複

い
た
ず
ら

取
り
止
め

応
答
な
し

火
災
通
報
装
置

転
送
切
断

合
計

30 1,921 16 5 119 101 30 144 74 7 12 143 107 5 2,714

210 11,912 129 82 833 927 171 903 506 82 89 803 630 24 17,301

14% 16% 12% 6% 14% 11% 18% 16% 15% 9% 13% 18% 17% 21% 16%

美作市消防
本部管内着
信件数(件)

美作地区消防
指令センター
管内着信件数
(件)

美作市消防
本部の割合
(％)

（単位：件）

　令和５年の美作地区消防指令センター着信件数に占める美作市消防本部管内着信件数
の割合は全体の16％を占めています。昨年と比較すると割合は１％増加し、着信件数は
192件増えています。
　内訳について、実災害の着信件数である「火災」「救急」「救助」「その他の災害」
の着信件数は、昨年と比較すると「救急」のみ着信件数が増加し、「火災」「救助」
「その他の災害」の着信件数は減少しています。
　「その他の災害」とは、火災通報装置からの通報による警戒出動、怪煙確認、発信者
捜索等の災害出動を指します。
　令和４年から新たに「火災通報装置」の種別が入ったことにより、火災通報装置から
着信した試験や重複等は火災通報装置として処理しているため、関係種別で若干の増減
があります。
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２．過去３年間の美作市消防本部管内種別別

３．過去３年間の美作地区消防指令センター管内種別別
　119番通報着信件数

    119番通報着信件数

　過去３年間の美作地区消防指令センター管内の種別別119番通報着信件数をみると、
「救急」が他の種別に比べて多くなっています。
　「救急」の着信件数について、美作地区消防指令センター管内で見れば、令和５年は令
和４年と比べて377件増加、前項のとおり美作市消防本部管内では92件増加しています。

　過去３年間の美作市消防本部の種別別119番通報着信件数をみると、「救急」が他の種
別に比べて多くなっています。
　昨年と比較すると「火災」は２件減少、「救助」は８件減少、「その他の災害」は７件
減少しています。「救急」の着信件数は近年、増加傾向にあり高齢化の進行に加え、新型
コロナウイルス感染症の影響がある考えられます。
「応答なし」が昨年と比較して97件増えていますが、スマートフォンやスマートウォッ

チに搭載されている、衝撃などを感知して自動で通報するものが、所有者の意図しない形
で作動したものと考えられます。

22
33 44

87

155

40

95
81

8 11 4 0 3

32
24 12

53

98 86

147

61

4
21

46

97

12
30

16 5

119 101

30

144

74

7 12

143

107

5

1645

2228

1829

2522

1921

2714

0

150

2000

2500

火
災

救
急

救
助

そ
の
他
災
害

間
違
い

通
報
訓
練

試
験

問
い
合
せ

重
複

い
た
ず
ら

取
り
止
め

応
答
な
し

火
災
通
報
装
置

転
送
切
断

合
計

令和３年 令和４年 令和５年

153
197

315

812

1123

329

739
576

70
136

28 0 27

210
142 141

551

925

653

1007

487

97
155

367

549

51

210

129 82

833

927

171

903

506

82
89

803
630

24

11546

16164

11535

16870

11912

17301

0

1000

12000

18000

火
災

救
急

救
助

そ
の
他
災
害

間
違
い

通
報
訓
練

試
験

問
い
合
せ

重
複

い
た
ず
ら

取
り
止
め

応
答
な
し

火
災
通
報
装
置

転
送
切
断

合
計

令和３年 令和４年 令和５年

58



４．過去５年間の美作市消防本部管内固定電話（IP電話含む）と
 携帯電話からの119番通報着信件数

５．過去５年間の美作地区消防指令センター管内固定電話
 （IP電話含む）と携帯電話からの119番通報着信件数

　美作市消防本部管内の固定電話と携帯電話からの着信件数を比較してみると、固定電話
からの通報は横這い、携帯電話からの通報は顕著に増加しています。要因には固定電話設
置世帯の減少に併せて、携帯電話、スマートホン普及率の上昇が考えられます。新型コロ
ナウイルス感染症の規制緩和に伴い、観光客による119番通報等も増加の要因と思われま
す。

　美作地区消防指令センター管内の固定電話と携帯電話からの着信件数を比較してみる
と、固定電話からの通報は緩やかに減少しており、携帯電話からの通報は美作市消防本部
管内と同様に顕著に増加しています。
　携帯電話からの通報は、固定電話からの通報よりも災害発生場所の特定に時間がかかり
ます。携帯電話のＧＰＳ情報を取得後、誤差半径の修正情報取得までタイムラグがあり、
またその情報を取得し場所の特定が困難な場合があるため、指令センター員には正確な情
報を効率良く聞き出す技術が必要になります。
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